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Roles Required for a Better “Campus Life Support”
― from a perspective of Clinical Psychologist ―













1）Campus Life Support Room of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　
2）Graduate school of Niigata Seiryo University,Department of Clinical Psychology
3）Health center of Niigata Seiryo University　　　　　　　　　　　　　　　　　














































































































































































































































































































































































































































39Roles Required for a Better “Campus Life Support”
面接を行っていくなどの内的な支援が必要となって
くるであろう。このように、どのようにして今後の
自分の進路を決定していくか、そのためにどういっ
た資源が使えるのかという現実的な支援と、相談や
心理テストなどを用いた内的な支援の両方が必要で
あると推察される。就職活動をサポートしていくこ
とは、その学生個人をサポートしていくことにも繋
がるものと考えていきたい。
３．グループワークによる支援
　アンケートの結果から、個人的に来室し相談した
いというニーズに加えて、複数で来室したい、他学
部や他学科の学生と交流したいという学生も存在す
ることが分かり、グループワークによる支援の有効
性も示された。グループワークについて早坂（2010）
は、その目的を他学生との交流体験と、他者との交
流を通して得られる自己理解として挙げている。青
年期のアイデンティティの確立には、他者との交流
や自分自身の性格や感情への気づきを得ることが不
可欠である。
　アンケート結果からは、「一人では行きづらい」
「相談するのが恥ずかしい」という意見も聞かれた
ため、サポート室では普段から学生の利用のない時
には扉を開けたままにしているが、自由に出入りを
していく学生はほとんどいない。学生が気軽に自由
に利用できるようにするためには、改めてサポート
室を開放し学生が気軽に出入りできる場所と時間を
設定することが必要であることが考えられる。ま
た、希望する学生に対して心理テストを実施してい
る相談機関は多いが、心理テストは学生が関心を持
ちやすく敷居が低いため、潜在的に援助ニーズがあ
る学生をテストの受検をきっかけに相談に繋げてい
くことができる。各種心理テストや学生が利用しや
すいグループワークを開催することで、サポートを
必要としている学生の相談への導入となり、学生同
士の交流促進と自己理解へのサポートが可能ではな
いかと考える。
　前述したように、当サポート室では、学生の就職
活動のサポートとしての役割も持っている。“就活
力”の向上を目的として、「自分発見」や「ストレス
マネジメント」等のテーマを設定し、グループワー
クを通して心理教育を行っていくことも求められて
いる。カウンセラーは、グループ内でファシリテー
ターの役割を取り、学生同士が自ら自己理解を深め
合ったり、自分の力でストレスに対処できるスキル
を身に付けたりできるようサポートしていく。ま
た、なかなか内定を得られないために就職活動に行
き詰まる学生も見受けられるようになっている。そ
ういった学生たちを集め、ディスカッションをした
り、互いに励まし合う場を設けたりすることで学生
の就職活動へのモチベーションを保つことも出来る
のではないかと考えられる。なお、グループワーク
を通じて、個別の対応が必要と思われる学生につい
ては個別の心理面接を行いながらフォローをしてい
きたいと考えている。
　グループワークについては、学生のニーズを確認
しながら今後の検討課題として取り組んでいきたい。
４．「­青陵キャンパスライフサポート―包括的臨床心
　理学的モデル」の模索
　高石（2009）は、高等教育全体の課題として、わ
が国の「大衆型大学」における学生像を解体し、新
たな学生像モデルの構築を提案している。また、斎
藤（2004）も、従来の学生相談は、特に国公立大学
の「医療モデル」組織内で、位置づけられた「保健
管理センター」が代表的なモデル像であったことを
指摘しており、そのために支援の内容や対象が、「医
療モデル」の枠組みに限定されてきた可能性があ
る。今後、本学のような中規模私立大学における「学
生支援のモデル構造」としては、従来型「医療モデ
ル」を越えて、「非言語的次元の関係性への働きかけ」
までも含む「包括的な臨床心理学的視点」の基本理
念に立ったモデルを模索したい。すなわち具体的に
は、個別的な問題を抱えた学生に対するいわゆる
「従来型の学生相談モデル」の枠組みを越えるもの
として、イギリスの中規模大学であるエセックス大
学の学内支援構造を参考にして、大学全体の学生や
教職員と力動的に共生および協働するキーステーショ
ンとして位置する本学独自の「プラットフォーム
型」相談モデルの中で模索し続けていく方向である。
Ⅵ．おわりに
　本論では、学生を対象にしたアンケート調査を元
にキャンパスライフサポートに求められる役割を臨
床心理士の立場から考察した。①何でも相談窓口、
②キャリア発達支援、③グループワークによる支援
の３つの機能が有効であることが分かった。さらに
今後は、より機能的かつ柔軟な学生支援が可能とな
るよう、「プラットフォーム型」相談モデル構造を想
40 キャンパスライフサポートに求められるもの
定し、具体的な学内連携について一層の検討を重ね
ていく方針である。本論は、初期の立ち上げと取り
組みの方向について第１報として報告した。今後の
活動や成果については第２報として報告していく予
定である。
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